
１　福祉施設の入所者の地域生活への移行 （計画書Ｐ73～76）

○令和５年３月31日現在 施設入所者数 294人 (A)

○令和８年３月31日現在 施設入所者数（目標） 279人 (B)

◆【目標値】施設入所者の削減数 15人

目標値

８年度

279人

15人

◆【目標値】地域生活への移行者数 18人

目標値

８年度

－

18人

【進捗状況】

２　福祉施設から一般就労への移行等 （計画書Ｐ76～82）

ア　福祉施設から一般就労への移行

○令和３年４月1日から令和４年３月31日までの

年間一般就労移行者数 41人

◆【目標値】令和8年度における年間一般就労移行者数 55人

目標値

８年度

55人

32人

15人

8人

【進捗状況】

イ　就労定着支援事業の利用者数

○令和３年度における就労定着支援事業利用者数 52人

◆【目標値】令和８年度における就労定着支援事業利用者数 74人

目標値

８年度

74人

【進捗状況】

・施設入所者の削減数は、死亡や長期入院により一定数の減少があるものの、本人及び家族の高齢化、障害の
重度化等により新規の入所希望が継続してあるため、目標値を下回った。
・地域生活への移行者数は、地域移行が可能な施設入所者は既に地域移行しており、グループホームの新規開
設等により移行者が見込めるものの、本人及び家族の高齢化、障害の重度化等により入所希望が継続してある
ため、目標値を下回った。
・令和８年度から地域移行等意向確認等が義務化されることも踏まえ、今後も施設入所者が望む暮らしを実現
できるよう、地域での居住の場の整備等を進め、安心して生活できる環境づくりに務めたい。

・目標値を概ね達成した。今後も自立支援協議会の専門部会で就労支援の関係機関と連携して、一般就労移行
者数の維持・向上に努めたい。

・就労定着支援については、目標値を下回ったが、年々増加傾向にあり今後も自立支援協議会の専門部会で就
労支援の関係機関と連携し、就労定着支援の周知啓発に努めたい。

就労移行支援事業利用終了者に占める一般就
労へ移行した者の割合が５割以上の事業者数

10箇所 6箇所

達成率

７年度

66人

達成率

項目

【障害福祉計画部分】令和６年度における数値目標について

項目
実績値

６年度 ７年度 ８年度

項目
実績値

６年度 ７年度 ８年度

入所者数（B） 291人

年間の地域生活移行者数

地域生活移行者数の累計（令和6年度～）

実績値

６年度 ７年度
項目

0人

達成率 20.00%

3人入所者削減数（A）－（B）

８年度

0人

８年度

実績値

103.64%

0.00%

35人

14人

8人

就労定着支援事業の利用者数

57人

６年度

就労移行支援事業

就労継続支援Ａ型事業

就労継続支援Ｂ型事業

年間の一般就労移行者数
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ウ　就労定着率７割以上の就労定着支援事業所の割合

○令和４年度末における就労定着支援事業所数 ５箇所

◆【目標値】令和８年度末における就労定着率が７割以上の事業所数 ２箇所

目標値

８年度

2箇所

【進捗状況】

３　障害福祉サービス等の質を向上させるための取組に係る体制の構築

○令和８年度末時点での障害福祉サービス等に係る各種研修への市職員の参加人数

○令和８年度末時点での障害者自立支援審査支払等システムによる審査結果の事業所及び関係自治体との

共有実施回数

◆【目標値】研修参加人数　２人／年、共有実施回数　１回／年

目標値

８年度

2

1

【進捗状況】

・目標値を達成した。市内にある全ての事業所の就労定着率が７割以上である。今後も自立支援協議会の専門
部会で就労支援の関係機関と連携し、就労定着率の維持・向上に努めたい。

・目標値を達成した。今後も障害福祉サービス等の各種研修へ参加するなど、関係機関と連携して質の向上に
努めたい。

６年度

就労定着率が７割以上の事業所数　

共有回数 1回

項目
実績値

７年度 ８年度

研修参加人数 4人

項目
実績値

5箇所

６年度 ７年度 ８年度
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